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「

・   I 所 在地 (第 1図 )

日守地下式古墳群は,高 原町と高崎町との町境に所在し,標高 190″ 台の台地上に位置

している。南に道路一つ隔てた高崎町仮屋尾でも過去地下式古墳が発見されてお り,町名こ

そ違 え,日 守地 F式古墳群と一群を成すものと思われる。

西諸県郡高原町大字後川内 1-118, 1-302番 地 (土地所有者西諸県郡高原町大字

西節 2602番 地 ,太鼓 稔氏 )

●

ギゝこib と、ふでヽ三;|

●

第 1図 遺 跡 所 在 地 図 (OEΠ )

い
ぺ
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調査 の経緯

小林地区農業協同組合高原支所が育苗事業に必要な土砂を,土地所有者太鼓 稔氏から譲

り受け ,業者に委託 し,昭和 55年 5月 10日 から採上作業を開始 した。 5月 31日 ,パ フ

ーショベルにより切土法面仕上げ作業をしていたところ,4基 の地下式古墳が発見され,今

回の調査に至ったものである。 この日守地下式古墳群は,昭和 54年に同じ事業により4基

が発見され ,県教育委員会を調査主体者として同年 5月 8,9日 に 54-1,2号 ,6月 7

～ 9日 に54-3,4号 を発掘調査し,第 22集 において報告したところである。

今回の調査は ,高原町教育委員会が調査主体者 となり,昭和 55年 7月 7日 から 12日 ま

での 6日 間実施 した。調査は,県教育庁文化課岩永哲夫 ,北郷泰道が担当した。人骨につい

ては長崎大学医学部助手松下孝幸,分部哲秋先生に玉稿をいただいた。記して感謝申し上げ

る。 .

Ⅲ 調 査 の結 果 (第 2図 )

今回発見された 4基 の地下式古墳は,54年 の調査地の東北部に位置 している。切土法面

添いに出土してお り,南から55-1号 ～ 3号 とし,やや東側で発見されたものを55-4

号とした。

同地は,東 から2枚 日と3枚 日の畑地の境にある三角点をほぼ中心とし,な だらかな丘陵

地をなしており,お おむね地下式古墳は,54年 調査の 4基 も含め丘陵地の中心に向かい構

築されている。 54-1号 , 2号 , 4号 , 55-1号 ～ 3号 は,ほぼ主軸を東西とし, 54

-3号 , 55-4号 は,ほぼ主軸を南北としており,丘陵地 という地形的条件の規制を幾分

かは受けながらも,群 を構成するという意図がうかがわれる。

55-2号 は, 55-1号 から北へ約 102, 55-3号 は, 55-2号 から北へ約 4η ,

55-4号 は, 55-3号 から東へ約 8切 の距離に位置 している。
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日
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●

=角点

標高
205 20η

第 2図  日守地下式吉墳 55-1号 ～ 4号配置図 (矢印は54年調査分の位置 と玄室の方向祢 す)

1.55-1号 (第 3図 )

この地下式古墳は,竪坑のほとんど,玄室の一部が破壊されて発見された。

竪坑部の形状は不明であるが ,肖 j平 された畑地に大さな自然石が落ちていたことから,羨

門閉塞 していたことが推察される。

茨道も半壊状態であるが,床 。天丼の一部が残ってお り,玄 門での幅 7002,天丼の高さ

5 6cπ を測る。

玄室は,天丼上部がアカホヤ層に達 しているが,主体のほとんどはカシワバンに掘 り込ん

で構築されている。主軸方位はN72° Eである。構造は,左片袖の平入 り寄棟造 りであり,

床面では長さ 170o2,幅 185c初の方形状をなす。右 。奥・前壁に棚状施設を有 し,右壁

で床から40C″ の位置に最大 7c2の 幅を,奥壁で同じく40C2の 位置に最大 15C″幅 ,前壁

路道

b

●

-159-



で25磁の位置に41″幅密有している。

玄室築造の調整1展は,棚下部分では縦に,左壁に|おいても縫に削っているのが観察でき,

調整ェ具は方頭の幅 9磁のものである。

被葬者は3体を1独―え,頭を右 (南東)に向けて葬られてぃた。手前の 1号人骨は膝立て芽 ,

奥の 2号人骨は伸展葬であり, 2号人骨の左腹部にはJヽ児骨が埋葬されていた。 2号人骨の

頭部は施朱され,周辺にも朱の散乱があった。

副葬品としては,2号人骨頭部に剣 1振 ,左手首に4個の員綸,1号人骨の頭部に鉄鏃 2

本が発見さ―れた。
アカホヤ

カツフパツ

I号地下式古墳実測國第 3国

-160-



● 遺 物 (第 4。 5図 )

剣 (第 4図 1)

短剣で,現存長 21.8c2,剣身長 18.0

o″ ,身幅は中央で 2.8c2,厚 さは 0.5c紹 を

測る。

鉄 鏃 (第 4図 2・ 3)

銹着状態にあるが,と もに変形圭頭斧箭

式である。 2は小型鏃で現存長 13.lC",

鏃身 5.O c2,最 大幅 2.2c2,厚 さ 0.2 Cπ を

測る。矢柄は良好な状態で残っている。 3

は大型で現存長 17.8c2,鏃身 9.OC″ ,最

大幅 3.3c2,厚 さは 0.3o舵である。矢柄は

比較的良く残っている。

貝 輪 (第 5図 )

調査では 4個 が確認できたが,風化が著

しく進んでおり,う ち 1個 のみ計測できた。

二枚貝製のもので,輻 0.6c2,厚 さ 0.3o″

のものである。

0        5C紡
1  . .  .  .  1

第 4図  55-1号 地下式
古墳出土副葬品実測図

(短剣・鉄鏃 )

0

l  a  
・
  ;効

第 5図  55-1号 出土
貝輪実測図

b
2.55-2号 (第 6図 )

この地下式古墳は,竪壊部の大半が重機により破壊され,玄室天丼部の一部が剣落してい

たが,幸いにして玄室構造の全体像はとどめていた。

竪墳部の平面プランは,梯形に近 く,長軸約 l η 5 002,最 小幅約 1″ である。竪壊南壁

は,羨門に至るまで 2つ の段が設けられている。

玄室は,天丼部のほぼ半分を第 1オ レンジ (ア カホヤ )層 とし,以下はカンフバンに掘 り

込んで構築されている。主軸はN78° Wを示し,竪壊を西 ,玄室を東とする。構造は,左

片袖の羨 F鳳板石閉塞・平入り寄棟造 りで,天丼部には幅約 13c″ の棟木を造 り出 し,棚状施

設を四周にもつものである。玄室の規模は,床面で ,棟木に平行の幅 163c2,棟 木に直行

の幅 175c″ を測る。また,天丼の高さ 109c″ ,奥壁での棚状施設の高さ 41C″である。

棚状施設上には多 くの鉄器類が副葬されていたが,そ の幅は,最大幅で 16c2,最 小幅で 6
●

L_              _

- 161-
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「

●

●

c2を 測る。被葬者は,2体 である。

本地下式古墳では,羨道 ,羨門 ,及び北壁 ,南壁 ,奥壁に塗朱が認められている。羨道 ,

羨問は全面塗朱,北壁 ,奥壁も全面塗朱に近いが,そ の範囲はアカホヤ下のカンフバンの壁

面に限られている。注目されるのは,南壁の塗朱の状態で,近年地下式古墳で発見例の増え

ている彩色線文とみることが出来る。また ,どのような役割を果 したものであるのか不明で

あるが ,床面及び壁面にシラスと思われる白色土が散布あるいは塗られていた。一部,そ の

白色上の塗 られた上が塗朱されており,塗朱以前に白色上が塗られたものと思われる。

副葬品 としては,今回調査対象の地下式古墳中最も多くの鉄器類及び貝製品が副葬されて

いた。奥壁の棚状施設上には,剣 ,鈍 ,鉄鏃 ,鍬先等が置かれ,南壁の棚状施設上にも,剣 ,

刀子 ,鉄鏃等が置かれていた。床面に副葬時から置かれていたと思われるのは,玄室入田部

寄 りの 2振 の剣とその間にある鉄鏃で,他 は破壊時の衝撃で棚状施設から落下したものと思

われる。

遺 物 (第 7図 )

鉄 鏃 (第 7図 1～ 15)

1は ,現存長 32.5∽ ,最大幅 5,8o2,鏃身中央部での厚さ 0.6c″ ,鏃身長 16.5c″ を測

り,矢柄部をきわめて良好に残 している。変形圭頭斧箭式である。南壁棚状施設上に,鏃先

を奥壁に向け副葬されていた。

2は ,現存長 21.5o2,最大幅 43c2,最 大幅部での厚さ 0.5C″ ,鏃身長 11.2c″ を測 る。

本来は南壁棚状施設上に副葬されていたものと思われるが,床面に落下 していた。

3・ 4は 同一個体と思われるが,直接には接合しない。 3は ,現存長 10.3c夕 ,最大幅 4.1

c″ ,鏃身中央部での厚さ0.4o2を 測る。 1と 同 じく南壁棚状施設上に副葬 されていた。

5は ,鏃先のみであるが,現存長 5,9c″ ,最大幅 3.002を 測る。 3。 4と 共に出土 してい

る。

3は ,現存長 12.5o2,最 大幅 2.6∽ ,最大幅部での厚さ 0.2∽ ,鏃身長 5。 4勁 を測る。

2と 同じく棚状施設から床面に落下した状態で出上 している。

9は ,4本 の鉄鏃が銹着したもので,斧箭式と柳葉式の各々 2本 がその内訳である。右か

ら,現存長 9,9C2,最大幅 1.3c″ ,最大幅部での厚さ 0.3c2,次が現存長 9.8o2,最大幅 1,7

c2,最大幅部での厚さ 0.3c″ , 3本 目の斧箭式が現存長 9,002,最大幅 3.3o″ ,一番左が現

存長 7.7c2を 測る。 11の 鉄鏃と共に床面に副葬時から置かれていたものと思われる。

埼
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r

● 10も 9と 同 じ地点の出上で,現存長 5.5c″ ,最大幅 1.8c妨 を測る。

11も ,9。 10と 同じ地点の出上で,異形の抑葉式の鉄鏃である。現存長 15.6c″ ,最

大幅 46c2,最大幅部のやや下方での厚さ0,5c2を 測る。

12～ 14は ,奥壁棚状施設上に副葬 されていたもので,12は 鏃先を欠損 し,右が現存

長 10.4C確 ,最大幅 2,4C″ ,厚 さ 0.5C″ ,左が現存長 11.4C″ ,最大幅 2.4C2を 測る。 13

は,現存長 12.l C2,最 大幅 2.402,厚 さ 0.5C解 ,鏃身長 7.5c″ を測 り,鏑が通っている。

14は鏃身の半分を欠損 し,現存長 7.3o2を 測る。

15は ,現存長 11.6c″ ,最大幅推定 4.lC″ ,厚 さα5C妨 ,鏃身長 7.6c″ を浪よる圭頭式の

鉄鏃である。

刀 子 (第 7図 16～ 18)

16は ,南壁棚状施設上に副葬されていたもので,現存長 10.5c初 ,身副 1.5c″ ,背幅0.3

効を測る。

17も 同じく南壁棚状施設上に副葬されていたもので,現存長 11.9C″ ,身幅 1.9C2,背

幅 0.4 Cπ を測る。

18は 鋒のみで,現存長 4.4c2で ある。

範 (第 7図 19)

現存長 15.902,柄 部長 12.5c″ を測 り,刃幅 1.7c2,刃厚 0.2c2で ある。柄部の断面は ,

橋円形を半分にした形状を示 している。奥壁棚状施設上からの出土。

剣 (第 7図 20～ 23・ 26)

20は 短剣で ,現存長 27.l C2,剣 身 21.lc″ ,身幅は中央部で 23.OC″ ,厚 さ 0.5C″ を

測る。玄室入田部に最も近い地点で ,鋒 を西にして出土 している。

21はやや細めの短剣で,現存長 23.6o2,身 幅は中央部で 2.4c2,厚 さ0.5C2を 測る。

柄部に木質を残 している。奥壁棚状施設上からの出土。

22は ,現存長 31.lc″ ,鋒寄 りでの身幅 2.6c2,厚 さ 0.5C妨 ,  の幅 1.4勁 ,厚 さ0.4

C2を測る。南壁棚状施設上の奥壁寄 りの副葬されていた。

23は ,玄室入口寄 りの床面に副葬されていたもので,現存長 46.6c″ ,関寄 りでの身幅

3.O c2,厚 さ 0.6c″ を測 り,輪 の木質が比較的よく残 っていた。

鍬 先 (第 7図 24。 25)

24は ,奥壁棚状施設上に副葬されていたもので,幅 10.502,長 さ 3.8C2,厚 さo.2C″

を測る。両側を折 り返 したものであるが,片側は欠損している。

●

0

b



印
‐

25は ,南壁棚状施設から落下した

C2,長 さ3.Oc″ ,厚 さ 0.3c″ を測る。

貝 輪 (第 3図・第 9図 )

玄室入口寄 りの 2号人骨の右前腕骨には, 16個の

貝輸が着装された状態で出土した (第 8図 )。 二枚貝

製のもので,風化が著 しく,半分は欠損 している。

と思われるもので ,刀子 と鈍 を銹着させてぃる。幅 9,5 ケ
11
|

-0

湯》かかかあ>じ
第 9図   55-2号 地下式古墳出土貝輪実測図

_20∽

第 8図  貝輸出土状態実測図

3.55-3号 (第 10図 )

小型の地下式古墳で ,遺構の上部が破壊されていた。

遺構は,上半を赤ホヤ層に,下半をカシフバンに掘 り込んで構築 し,主軸はN49° Wで

ある。

竪坑の形態は,隅丸梯形をなし,床面での規模は長さ88c2,幅 100c2で ある。左側の

床面から60c2の位置に足掛け様の掘 り込みがある。閉塞は,竪坑の掘 り込み状態から他と

同様 ,羨関閉塞とみられる。羨道は,長さ 23c筋 ,幅 45C2で ,高 さは不明である。

玄室は,左片袖平入りの切妻形状に近い。奥壁には床面から35c″の位置に最大 5c″幅の

朝状施設を有する。規模は床面で,長 さ78o″ ,幅 142勤の大きさである。
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副葬品は玄室奥壁寄 りに刀子 1本 のみ存在し,人骨の遺存はなかった。

も
＼
1,＼

〆
53-3号 地 下 式 古 墳 実 測 図

IC

第 10図

遺 物 (第 11図 )

刀子  現存長 8,7∽ ,

棟幅 0.3印 を測る。

身長 αl効 ,身幅 1.OC″ , 0          5C″
1  1  1 [  :  I

第 11図  55-3号 地下式古墳
出土刀子実測図
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4.55-4号 (第 12図 )

この地下式古墳は,竪壊上部 ,玄室の

天丼部の大半が破壊されていた。
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|

0                   1η
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55-4号 地 下 式 吉 境 実 測 図
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第 12図



下

● 閉塞に用いられたと思われる 45c紹大の河原石が 2箇竪境部に残されていた。竪墳の規模

は約 90o2X900″ で,隅丸の正方形状を示 している。

玄室は,他の地下式古墳 と同様上半分がアカホヤ,下半分がカシフバンに掘 り込まれ,主

軸はN30。 Eを示 し,竪境を北東,玄室を南西とする。構造は,右片袖の羨門閉塞・平入

り寄棟造 りで,棚状施設を四周に設けている。玄室の規模 は,約 1 0 5CttX 7 0c″ と小型で ,

小児用の地下式古墳 と推定される。奥壁での棚状施設の高さ37勁 ,棚状施設の最大幅 12

c2,最小幅は 3～ 5c″ を測る。

羨FE,羨 道 ,西壁及び奥壁の右からほば 70c″ までに塗朱が認められる。

副葬品は検出されず,人骨の遺存はなかった。

5。 日守 地下 式 古墳 出上 の人 骨 …… 松下 孝幸 (長崎大学医学部解剖学第二教室 )

は じ め に

宮崎県西諸県郡高原町 日守において, 1980年 に4基 の地下式古墳が調査され,そのう

ちの 2基 (1号墳 , 2号墳 )に 人骨が残存していた。 1号墳には 3体 , 2号墳には 2体 の人

骨が埋葬されており,保存状態は現場では比較的良さそうに思われたが,古墳内に雨水が浸

透 していたため,骨が著 しく軟弱化 しており,実際の遺存程度はあまり良いものではなかっ

た。

この 5体の人骨は別項で述べられているように,考古学的所見より,古墳時代に属する人

骨である。

著者も含めて,当荻室では地下式古墳出土人骨について形質人類学の立場から併究を進め

ており,本資料も今後の研究の貴重な資料のひとつになると考えられるので,できるかざり

詳細な観察 と計測を行なった。その結果を報告したい。

5体の出土人骨の性別および年令は次のように推定される。

人骨 番 号  性別  年令
1号墳 1号人骨 男性  熟年
1号墳 2号人骨 不明  幼児
1号墳 3号人骨 女性  壮年
2号墳 1号人骨 男性  壮年
2号墳 2号人骨 女性  熟年

b

料資

頭部朱

頭部朱

頭部朱
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ば)
見所

1号墳 1号人骨

(1)頭 蓋

左半分は全 く失なわれていたが,右半分は完全に残存 していた。

1.脳頭蓋

右半分は完全に残ってお り,そ の骨壁は しっかりしている。外後頭隆起の発達も比較的良

いが,乳様突起はあまり大きいものではない。また 8主縫合のうち冠状縫合と矢状縫合につ

いては,外板には癒着は認められなぃが内板は癒着 している。なお前頭縫合が外板のみに認

められた。

頭蓋の主要計測値は,頭骨最大長が 185初 ,バ ジオン。ブレグマ高が 146翻 で,最大

径は計測できないが,その径はあまり大きいものではないようで,頭型については少なくと

も短頭の傾向は認められないようである。また正中矢状弧長は 38o脚 である。
.2.瀕面頭蓋

顔面頭蓋も半分しか残存 していなかった。眉上弓の隆起はやや強く,鼻根部は扁平で,鼻

骨は広く,顔面の高径は著 しく低い。

計測できたのは,前眼高間幅 21初 ,眼高幅 42翻 (右 ),眼高高 31朋 (右 )だ けで ,イ

眼高示数は 73.81(右 )と なり,Chamaekonch(低 眼高 )に 属 している。顔面の幅径は

計測できないが,観察 したところやや広い傾向が認められ,ま た上顎骨の歯槽突起には著 し

い骨委縮が認められ,高径の計測もできないが,その高径は著 しく低い。

3.下顎骨

下顎骨も右半分だけが残存 していた∩下顎枝は幅広 く,下顎切痕は浅い。

4.歯

上頚骨の歯槽突起には著 しい骨委縮が認められ,歯槽は閉鎖 しており, 1本の歯も釘植 し

ておらず,下頚の歯のみが残存 していた。その残存歯 を歯式で示すと次のとおりである。

0
ぐ|

ド

⑬ M2 ⑬ P2PI C 1211

t?

12 C Pl

極覇薯
鎖
 l

B rOCaの 3度 を示 し,ま た歯石 も多 い。
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(2)四肢骨

1) 上肢骨

鎖骨 ,右上腕骨 ,撓骨が残存 していた。

1.鎖 骨

左側は肩峰端を欠く大部分が,右側は肩隆端部が残存しており,径 はあまり大きいもので

はない。

2.上腕骨

右側のみが残存していたが,水分を含んでいたため,乾燥による変形が著 しく,計測はで

きない。 しかし観察 したところでは径は大きいものではないが,三角筋粗面の発達は比較的

良い。

3.桃 骨

左右共骨体の一部のみが残存していたにすぎない。その径は大きいものではない。

2) 下肢骨

左恥骨,大腿骨 ,左睡骨が残存していた。

1.大腿骨

右側は骨体の大部分が,左 lRllは骨体の一部が残存 していたが,右側骨体ではその前面が欠

けているので,推定中央位での計測はできない。粗線の発達はあまり良くはないが,骨体中

央部での矢状径はやや大きいようである。また右側の上骨体断面示数は 8a65と なり,強

い扁平性は認められない。

2.睡 骨

右側の骨体遠位のみが残存してお り,最小周のみが計測可能で ,そ の計測値は 72脚 であ

り,あ まり大きいものではない。

性別については,四 lt骨 の径は大きいものではないが,眉上弓の発達が比較的良いことや

四肢骨の筋付着部の発達も良いことから男性と推定され,年令は縫合の内板が癒着してぃる

こと,お よび歯の咬耗度から熟年 と考 えられる。

1号墳 3号人骨

(1)頭  蓋

後頭骨は全 く失なわれていたが,そ の他の大部分はほとんど良く残存していた。

b

-171-



tD
ヽ
日

　　「

1.膳頭蓋

頭骨最大長および最大幅は計測できないが,観察 したところでは幅径はやや狭 く,頭型 と

しては,少なくとも短頭の傾向は認められない。またバジオン。ブレグマ高は 131脚 ,横

弧長は 300翻 である。

3主縫合のうち冠状縫合と矢状縫合とが観察可能であったが,両縫合共に内外両板 とも癒

合は全 く認められない。

(2)顔 面頭蓋

顔面頭蓋は完全である。眉上弓の隆起はやや弱く,鼻根部は痛平で,鼻骨は広ぃ。また顔

面の幅径は広く,高径は著しく低い。

計測値は頼骨弓幅が 134脚 ,中顔幅は 109肋 ,顔面は 109翻 ,上顔高は 64翻 とな

り,コ ルマンの顔示数および上顔示数は,そ れぞれ 81.34,47.76と なり,ウ ィルヒョ

ーの顔示数および上顔示数は 100,00,58.72を 示 し,低 。広顔の傾向が強い。

.眼寓偏は左右共に 43獅 ,眼嵩高は左右共に 32翻 で,眼高示数は左右共に 74.42を 示

し,cham aekonch(低 眼高 )に属 してぃる。

鼻幅は 28脚 ,鼻 高は 50胸 となり,鼻示数は 56.00を示 し,Chamaerrhin(広 鼻 )

に属している。また鼻骨最小幅は 13胸 ,鼻骨最大幅は 19胸 となり,鼻骨は幅広ぃ。

3.下顎骨

下顎体のうち左側の第 1大日歯から下頚角に至る部分は失なわれていたが,そ の他の大部

分は良く残存していた。下頚枝は幅広く,下顎切痕は著しく浅い。

4.歯

歯は良く残存してお り,ほ とんどが上頚骨および下顎骨に釘植 してぃた。残存歯を歯式で

示すと次のとおりである。

M2Ml P2 Pユ C 1211 Xl 12 C Pl P2 Ml ⑭

M3M2Ml P2 PI C 12 11 II 12 C PI P2 ⑬ M2M3

t? 乏覇響
鎖
!

咬耗度はBrOcaの 2度である。

(2)四 肢骨

1)上 荻骨
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|

|

| 
・      左鎖骨,左撓骨骨体が残存していたが,両者共その径は小さいものである。

2) 下陵骨

寛骨は左右共に腸骨の上半分および恥骨が残存しており,大腿骨は骨体および骨頭とが ,

また睡骨は骨体が残存 していた。なお右膝蓋骨はほとんど完全に残っていた。

1,大腿骨

左偵1は 表面の剣落が著しく,計測ができたのは右側のみである。推定中央位での矢状径は

(25肋 ),横径は(22脚 )で ,中央断面示数は(113.64)と なり, 示数値はやや大きいが,粗線の

発達はあまり良いものではなく,柱状形成の像も認められない。 また中央周は(75脚 )で ,小

拍

●  さく,大腿骨頭も小さい。
。    2.睡 骨

左右の骨体が残存 しており,そ の径は小さい。

推定中央位での最大径は右(24脚),左 (25胸 ),横径は右 (19脚 ),左 (20脚 )と なり,中央断

面示数は右 (79.17),左 (80.00)と な り,馬平性は認められない。また中央周は右(68脚 ),

左 (7 0 4vn),最 小周は左 64翻で,周径も小さい。

性別は頭蓋の形態および四肢骨が小 さいことから,女性と推定され ,年令は縫合が内板に

おいても癒着してぃないことや恥骨結合面に平行隆線が認められること,お よび歯の咬耗度か

ら壮年と考えられる。

2号墳 1号人骨

(1)頭 蓋

脳頭蓋の保存状態は悪いが,そ の割には顔面頭蓋の遺残程度は良かった。また下顎骨は全

く残存していなかった。

1.脳頭蓋

前頭骨 と左側頭骨および頭頂骨の一部 しか残存していなかったので,計測は不可能で,頭

型を知ることもできない。

2.顔面頭蓋

顔面は比較的録存が良かったが,右娘骨を欠いていたので,幅径の計測は不可能である。

眉上弓の発達はきわめて良好で ,鼻根部もやや陥凹 し,鼻骨は広 く,顔面は低い。

計測値は上顔高が 66脚 で,顔面の高径は低い。

眼高幅は 46脚 (左 ),眼高高は左右共に 34脚 で,眼高示数は 73.91(左 )と なり,
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chamaekonch(低 眼高 )に 属 している。

鼻幅は 31脚 ,鼻 高は 55翻で,鼻示数は 56.36

属 している。また鼻骨最小幅は 10″″,鼻骨最大幅は

3.歯

歯は上下両顎共良く残っていたが,下顎骨が残存 していなかったので,下顎についてはす

べて遊離歯である。残存歯を歯式で示すと次のとおりである。

※

1l12C O O MlM2O PlC 120

となり,Cham aerrhin(広 鼻 )に

18脚 で,鼻骨は広ぃ。

出〔2P2 12

1!

12  11 ら
．
澗
判
‐
み，

乳

・

開

歯

の

槽

離

冠

Ｃ

・

歯

遊

歯

なお咬耗度はB rOcaの 1～ 2度 である。

(2)四腹骨

1) 上肢骨

右鎖骨の大部分,右上腕骨,右撓骨および右尺骨の骨体の一部が残存していた。

1.上腕骨

右側の遠位半が残存 していたが,後面は欠損 してるため,計測はできなかった。遠位端の

関節部は大きいが,骨体はやや細い。

2.撓 骨

右側のみが完全に残存 していたo撓骨粗面や骨間縁の発達はあまり良くなく,細 くて長い。

最大長は 228翻 ,機能長は 214脚 でやや長く,最小同は 35胸でやや細ぃ。長厚示数

は 16.36を 示し,き ゃしゃな傾向がうかがえる。また骨体横径は 15嗣 ,骨体矢状径は10

翻で,骨体断面示数は 66.67と なる。

2) 下腹骨

右寛骨および仙骨はほぼ完全である。また右大腿骨も良く残存 していた。

1,大腿骨

左側は骨体のごく
~部のみが残存 していたにすざないが,右側の保存状態は良い。その径

はあまり大きいものではなく,粗線の発達もあまり良くないが,殿筋粗面の発達は良好で,

結節 を作っている。

丁
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●      右側の最大長は 420翻 ,自 然位全長は 414″πで,長径はやや長く,中央周は 88脚で ,

長厚示数は 21.26を示 し,あ まり頑丈なものではないことがうかがえる。また中央矢状径

は 29脚 ,中央横径は 26翻 で,中央断面示数は 111.54を示 している。

●)推 定身長

右大腿骨最大長からP earsonの 公式を用いて , 推定身長値を算出すると160,27c2と な

・      り,藤井の公式を用いて算出すると 158,64c2と なる。

また右撓骨最大長からP earsonの 公式を用いて推定身長値を算出してみると, 160.50

・     c2と なり,藤井の公式 を用いて算出してみると 157.94C″ となり,P earsonの 公式での推

e    定身長値 をみるかぎ りでは,やや高身長である。

b

●
推 定 身 長 値

P earson法     藤  井  法

右 大 腿 骨   160.27c,  1586402
右 撓 骨   160.50C2  157.9402

性別については,眉 上弓がよく発達 していることや寛骨の大坐骨切痕の角度が小さいこと

からっ男性と推定され,年令は縫合が内板においても癒着 していないことや歯の咬耗度が弱

ぃことおよび恥骨結合面に平行隆線が残存していることから壮年 と考えられる。

2号墳 2号人骨

4体の成人骨の中ではこの人骨の保存状態が最も悪かった。

(1)頭 蓋

前頭骨の前頭鱗の一部が残存していたにすぎないが,そ の骨壁はやや厚い。 また前頭縫合

が外板に残存 していた。

(1)上陵骨

左上腕骨の速位端 ,左側の撓骨と尺骨のそれぞれ骨体が残存 していたにすぎない。

1.撓 骨

左側の骨体が残存していたが,そ の径は大きいものではない。

骨体横径は 16脚 ,骨体矢状径は 10脚 で,骨体断面示数は 62.50と なり,推定中央位

での横径は 15脚 ,矢状径は 10脚 ,中央周は 40脚で ,中央断面示数は 60.00で ある。



2.尺  骨

左尺骨の骨体の うち近位半が残存 していた。 その径はあまり大 きいものではないが,骨間

縁 の発達は良好である。

尺骨矢状径 と尺骨横径のみが計測可能で,計測値 はそれぞれ 11翻 , 15翻 で,骨体断面

不数は 73.33で ある。

(2)下灰骨

寛骨は右の腸骨 と恥骨 とが,左は恥骨が残存 してお り,大腿骨は右 allの骨体 ,遠位端及び

骨頭 とが それぞれ分離 した状態で残存 していた。また右膝蓋骨 も残存 していたが,睡骨は全

全 く残 ってぃなかった。

1.大腿骨

径はゃや小さく,骨体上横径は 28″π,骨体上矢状径が 23脚 で,上骨体断面示数は 82.14

とな り,強 い扁平性は認 められない。

性別については,恥骨下角が大 きいことから女性 と推定 され,年令は恥骨結合面の状態お

よび腰椎の性状から熟年 と考 えられる。

宮崎県高原町日守において, 1980年 に地下式古墳が4基調査され,そ のうちの 2基 か

ら合計 5体 の人骨が出上 した。人骨の銀存状態は必ずしも良好なものではなかったが,顔面

部は比較的良 く保存されていた。 これら5体 の人骨のうち 4体の成人骨について観察および

計測を行なった。その結果を要約すると次のとお りである。

1.1号墳には男性 ,女性 ,幼児がそれぞれ 1体 づつ合計 3体 が, 2号墳には男性,女性が

各 1体づつ合計 2体 が合葬されていた。

2.頭型については, 男女共に計測 を行ない示数値 を出せるものは 1例 もなかったが,観

察できるものがそれぞれ 1例づつあった。 この 2例 を観察したところでは,短頭の傾向は

認められない。

3.顔面については,男女共に低 。広顔の傾向が著しい。

4.眼高および鼻についても顔面と同様の傾向が認められ ,高径が低ぃ。また鼻根部は扁平

で,鼻骨は幅広ぃ。

5.下顎枝幅は幅広く,下顎切痕は浅い。

6.四阪骨は一般的に細 く,扁平性および柱状形成は認められない。

括総
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「

頭蓋主要計測値 (脚 )

1号 墳 1;
(男 性 )

2号 墳 1号

(男 性 )

墳 3号
女性 )

1号
(

1.

8,

17.

51.

52.

頭骨最大長

頭骨最大幅

バジオン・ブレグマ高

185

146

7&92

34

28

82.34

380

131

10.

11.

7.

16.

94

113
126

8/1  頭骨長幅示数
17/1  頭骨長高示数
17/8  頭骨幅高示数
9.  最小前頭幅

最大前頭幅

両 耳 幅
大後頭孔長

大後頭孔幅

16/7  大後頭孔示数
横 弧 長
正中矢状弧長

上 顔 幅
45,  頼骨弓幅

中 顔 幅
顔   高
上 顔 高

24.

25.

43.

46.

47.

4&

105

17

46雀)
34(和 34(左)

73.91(わ

31

55

56.36

10

18

55う 6

300

105

134

109

109

64

81.34

47.76

100.00

58.72

21

103

20.39

43(右 )43(左 )
32(右 )34(左 )
74.42(右 )74.42(D
28

50
56.00

13

19

68.42

拍

47/45 顔示数 (K)
48/45 上顔示数 (K)
47/46 顔示数 (V)
48/46 上顔示数 (V)
50. 前眼高間幅

44.  両眼嵩幅
50/44 眼高間示数

眼 高 幅
眼 高 高

52/51 眼高示数
54.  鼻   幅
55,   鼻   高
54/55鼻 示 数

57. 鼻骨最小幅

57(1)  鼻骨最大幅
57/57(1)横鼻骨示数

21

42(右 )

31(右 )
73.81(右 )

-177-



7.男性の推定身値が 1例ではあるが,算 出できた (2号墳 2号人骨 )。 その推定値は      
°

'

160.2702と なり,やや高身である。

8,南九州,と くに日向南部 ,薩摩および大隅地方に特有な埋葬施設である地下式古墳から

出上する人骨の形質については,人骨の保存状態が必ずしも良 くないこともあって,未解

明の点も多い。

以前からこの地下式古墳出土人骨について,研究を続けている内藤 (1973。 1974),

内藤 ら(1976)に よれば ,地下式古墳人の特徴は,短頭で低 。広顔で,身長は必ず し

も低 くないことが指摘されている。

今回報告した日守地下式古墳出土の 4体の成人骨については,短頭の傾向は認められな

かったが,低 。広顔の傾向は著 しく,ま た男性の推定身長値もやや大きいものであった。

頭型が必ずしも短頭型を示さないことは,内藤 (1974)も 指摘しているように,地下

式古墳人の特徴は単純なものではなく,南九州のなかにおいても,多 少の差があるものと

考えられ,今後資料を収集することによって,更に詳細な検討を行ない,南九州古墳人の

形質人類学的な解明を進めていきたい。

(欄筆するにあたり,本研究の機会を与 えていただいた高原町教育委員会 ,宮崎県教育委員

会文化課 ,お よびご指導いただいた内藤芳篤 をはじめ,教室員諸兄に感謝致 します。 )
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● 6.日 守地下式古墳 出上 の幼児骨

分部 哲秋 (長崎大学医学部解剖学第 2教室 )

は じ め に

宮崎県高原町日守において 1980年 に4基の地下式古墳が調査され,そ のうち2基 (1号墳,2

号墳 )よ り総数 5体 の人骨が出上した。 これら5体 の人骨中 1体が幼児骨で,こ の幼児骨は

1号墳の 1号 , 3号両人骨の間の腹部から大腿部にかけて置かれていた。なお,こ れらの人

骨は冴1項で述べられているように,考古学所見により,古墳時代に属するものである。

筆者は,各遺跡 より発掘される幼小児骨に注目し,当 時の幼小児の成長 ,化骨あるいは歯

の萌出などの問題 を研究するため,現在資料 を収集中である。ここで報告しようとする日守

地下式古墳出上の幼児骨は,保存状態が悪 くその形質については明らかにできないが,でき

る限り詳細な観察 と年令の推定を試みたので,そ の結果を報告 したい。

資 料 お よ び所 見

この幼児骨は保存状態が悪く,頭蓋および躯幹骨の一部が残っていたにすぎず ,四疲骨は

全く残存していなかった。

(1)頭 蓋

脳頭蓋では蝶形骨が完全に残っていたほか,前頭骨の右限寓部から右側頭面にかけて,左

右側頭骨の鱗部,右頭頂骨の一部が残存していた。 これ らは接合復元することが不可能であ

り,頭型を窺 うことはできない。顔面頭蓋では,右上頚骨が完全に残っており,下顎骨は右

第 1乳日歯から左第 1乳日歯までの下頚体が残存して
いたo

歯は遊離歯を含め 18木残存し,歯式で示す と次のとおりである。

(11)(11)

(mの mlO O O h i2/mlCmD

(T2XmD e》 二2 1l il 12命 )CmlX甲 2)

歯槽開存

遊離歯

禾萌出

不 明

●

絶

○

・
ω

／
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市
|

働 躯幹骨

棒骨および肋骨の一部が残存 していた。

椎骨では,椎体と椎弓がそれぞれ分離してお り,椎体が 2個残存 し,椎 弓は,左右両半部

が骨結合され完全なものが l lE,右 半部が 3個 ,左半部が 6個残存していた。椎弓の左半部

6個 のうち 3個は,椎 弓中央部に癒合面が残 っており,こ れらの椎弓にはまだ椎弓の左右両

半部の骨性癒合が起っていない。なお ,こ れらの椎骨の順位は判定 できないが,椎体 と椎弓

間および椎弓の左右両半部の骨性癒合は,椎骨の上部より起こるので,上記の椎弓左半部 3

個は,左右が骨結合 したものよりは下部に位置する。

肋骨は右俣Jの ものが 10本 ,左狽」が 3本残存 していた。

(働 推定年令

この幼児骨の歯の萌出状態を観察すると,上顎第 1乳 日歯が萌出し,下顎第 1乳日歯は萌

出途中にある。

.藤 田(1965)に よると,現代人の乳歯の萌出時期 (日齢 )は ,

男 (平均 )女 (平均 )

上顎第 1乳日歯   530   497

下頚第 1乳日歯   531   521

となっており,聖」 睡堕 ,司 匠 の萌出は男女に若千の差があるものの,ほば 1才半位

で起 こる。

古墳時代における乳歯の萌出時期が ,現代人のそれと同 じと仮定するならば,日 守地下式

古墳出土の幼児骨の年令は, 1.5才 と推定される。

なお,幼小児の性別に関 しては種々の研究がなされているが,判定が難 しいのが現状であ

り,こ の幼児骨の性別は不明である。

日守地下式古墳出土の幼児骨は,保存状態が悪 く計測はできなかったが,上記の観察所見

の結果を要約すると次のとおりである。

1.日 守地下式古墳出上の人骨 5体 のうち,幼 児骨は 1体 (20%)で ある。

2.こ の幼児骨の年令は,乳歯の萌出状態から仮定すると,お おむね 1.5才 と推定される。

3.残存していた椎骨の椎弓には,左右両半部の骨性癒合が完成しているものが 1個ぅ骨性

癒合が起ってぃなぃものが,3個存在 している。

題

「

●

括総
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(摺筆するにあたり,本研究の機会を与えていただいた高原町教育委員会 ,宮崎県教育委員

会文化課,な らびに人骨についてのご指導をいただいた内藤芳篤教授に感謝致 します。 )
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1981,長崎県官の本遺跡出上の弥生時代幼小児骨,宮 の本遺跡
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「

●
結Ⅳ 五

日口

今回の調査は,昨年に引き続き合計 8基の地下式古墳について,日 守地下式古墳群に関す

る資料 を得るものとなった。 ことに昨年調査分の 4基 が,冨 1葬品も少なく年代決定に若干の

問題を残 したのに対 し,今回調査の対象となった 55-2号 は,副葬品の数が多く,ま た年

代観の検討に良好な資料を有 していた。

以下 ,次 の諸点について検討を行ってみたい。

(1)い わゆる「 彩色線文」について

55-2号 には,い わゆる「彩色線文」が施されていた。地下式古墳の「 装飾」について

は,旭台地下式古墳群の発掘調査で注目されて以来 ,そ の類例を増している。 しかし,それ

を単純に「装飾古墳」の範疇に含め得るか否かには多くの問題があり,常に「 装飾古墳」の

概念範疇を無限大に拡大する危険性もはらんでいることを忘れるべきではないだろう。

55-2号 の「 彩色線文」は,大萩地下式古墳 36号に類するもので,旭台地下式古墳に

おいて見られた明らかな構図は見出せない。

54-1号 の斗を表現したと思われる東柱の浮彫と共に興味ある資料である。

修)被 葬者の状態

被葬 された人骨は,成人骨 4体・ 幼児骨 1体の合計 5体 であった。 この内, 55-1号 の

成人骨 2体は,1号人骨が伸展葬 , 2号人骨が立膝葬で,55-2号 の成人骨 2体は, 1号

人骨がやや立膝ざみの埋葬であったと思われる。今回の調査で,最 も注目されたのは,55

-1号に被葬された幼児骨 1体 である。 この幼児骨は 1号 人骨の腹部にいわばへばり付いた

状態 で被葬 され , 幼児骨の良好な遺存もあいまって,地下式古墳の被葬者の関係と被葬単

位 を再考する上で注目される。

(3)地 下式古墳の群構造

地下式古墳の位置関係及び玄室方向については,調査の結果の中ですでに触れているので

重複を避けるが,小林市,須木村,野尻町 ,高原町 ,高崎町など小林盆地の縁辺に位置する

丘陵地に形成される地下式古墳については,地形的条件と群構造への意識 との両者を考慮に

入れる必要があろうと思われる。比較的 ,地下式古墳を構築するに有利 と思われる場所を占

地 した地下式古墳の編年的先行が妥当とされるならば,群 内における営造の過程がただされ

る可能性がある。

●

絶

e
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ω 地下式吉墳の年代観
5う -2号は,小林1盆地周辺に分布する地下式古墳としてはめ―ずちしく,基富な副葬品を

ヽつものであ,た。年代1染定の一勁となるとぷゎれ―る違物をしては,範及び歎先があり,鈍

は近綾する仮屋尾地下式吉墳3号からも2本 LB土 .して1-ヽ る。55-2号においても,鍬免に

銹着した状態でつ施と奥璧棚状施設上つ鑢との2本が贈上している。これで,県内地下式古

猿彗上の施は,15仰 (17点 )と なった。鍬先の年代観は,5世紀代|の ヽので,鈍お年代
―
観は,県内つ出土例―とも合ゎせ5世紀―～0世紀初頭のも|の とみるのが1妥当であろうと思う。

従,て ,35-2号の年代博,一応S世紀代にとどう置くべきと1考える。

-186-
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0
地 (第 1図 )

上沖遺跡は,大淀川の支流沖水
'II南

岸の低位河津段丘上に位置し,三股町大字樺山字上

沖 4332-6に 所在する。 日豊本線東都城駅から北西約 2 Kmの 地点である。

(‐

ヽ

気ミダ

|:50,000 者Б 城

遺跡所在地図 (●印 )

発見の契機と調査に至る経過

昭和 55年 4月 10日 ,三股町都市計画課による土地区画整理事業の工事中,集石遺構が

発見され,同町教育委員会では 6月 3日 ,集石遺構中から輔の羽口及び鉄津等が検出された

ことから製鉄遺跡の可能性もあるとして,県文化課に現地確認を要請 してきた。

文化課では,翌 6月 4日 ,県文化財爆護審議会委員石川恒太郎氏と共に現地確認を行い,

製鉄遺跡の可能性大としながらも,露出した現状の遺構からは幾つかの不明な部分があり,

又同地の開発が避けられないことから, 7月 15日 から7月 21日 まで確認のための発掘調

査を実施することにした。

所
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Ⅲ 調 査 の結 果

1.遺 構 (第 2図 )

集石は,同地内に 3箇所程発見されたが, 2箇 の集石は重機による削平を著しく受け攪乱

されており,記録にとどめ得たものは 1箇の集石遺構のみである。又,同地北側にほぼ東西

に延びる濤状遺構が検出されたが,集石の 1箇 がこの濤状遺構上に認められたのみで,性格

。年代を決定する遺物は検出されなか つた。

1号集石 としたものは,既に攪乱著 しく集石の状況は記録にとどめ得なか つたが,掘 り込

みの主軸はN23CWの方向をとり, 1× 2.2″ のやや構円形に近い形状を示すものであつた。

攪乱された集石内からは陶磁器片,輔 の羽口片,鉄滓等が検出されている。

2号集石 としたものは,中央部付近が著しく攪乱されていたが,東半分は原形をとどめて

いた。主軸はN51°Wの 方向をとり,長 さ 5″ 28翻 ,幅 88効を測る。遺構はアカホヤ上

掘削 吟
も

⊂望号⊃

上沖遺跡遺構配置図
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調 査 の結 果

1.遣 構 (第 2図 )

集石は,同地内に 3箇所程発見されたが, 2箇の集石は重機による削平を著しく受け攪乱

されており,記録にとどめ得たものは 1箇の集石遺構のみである。又,同地北偵Jに ほぼ東西

に延びる繕状遺構が検出されたが,集石の 1箇 がこの濤状遺構上に認められたのみで,性格

。年代を決定する遺物は検出されなか つた。

1号集石 としたものは,既に攪乱著 しく集石の状況は記録にとどめ得なか つたが,掘 り込

みの主軸はN23°Wの方向をとり, 1× 2.2″ のやや楕円形に近い形状を示すものであつた。

攪乱された集石内からは陶磁器片,輔 の羽口片,鉄滓等が倹出されている。

2号集石としたものは,中央部付近が著 しく攪乱されていたが,東半分は原形をとどめて

いた。主軸はN51°Wの方向をとり,長さ5η 28伽 ,幅 88翻を測る。遺構はアカホヤ上

_峯 __≧
=____一 生 一 一 ==_============== |,い

I

上沖遺跡遺構配置図
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面から掘 り込まれており,底面幅は 90効 とやや底が広くな
は,深 さ約 65働のその中にほぼ陳間なく詰められてぃた。
く陶磁器片,輔の羽口片,鉄津が検出された。 (第 3図 )

2.遺 物 (第 4図 ,図版 4,5)

陶磁器片 (第 4図 ,図版 5)

青磁,白磁を含む陶磁器片が lo数点出上してぃる。 5, 6は ,青磁底部片で 13～ 14
世紀頃のものと思われる。 また,備前の霜鉢底部片も出土しており,時期的には前記の青磁
片より後出するものと考えられる。

輔の羽口 (図版 4)

輔の羽 回は, 11点採

集されたが,み な破片で

完形のものはない。 1は

羽 口とみるには若干疑問

が残 るが,他 も外径 11

効～ 15勁,孔径 2～ 3

勁 とやや大型のものであ

ろう。

表   輔の羽口計測一覧表
単位 効 )

2,3,5,8な どは

火日に装着される部分が

溶解し, 3で は端部が斜

めに溶解 し,羽 口の着装

角度をある程度推定する

ことが出来る。炉壁が垂

直であることを前提 とし

た場合その角度は,約 30°

である。

め)つている。祭大から人頭大の礫

集石内からは, 1号 集石と同 じ

番号 現存の長さ
径
幅存

外
現

径
幅存

孔
観 備 考

1 25.4 片面が鉢状に幽んで
いる。

2 20.4 ( 9.5) 片端が溶解している。

3 136 ( 14.8) ( 2.3) 片端が溶解しているc

4 15.3 (14.0) ( 25)

5 10,7
片端がかな り溶解 し
ている。
2穴

14.3 11.4

7

8
10.4 (129) ( 1.5) 端部の溶解度が著 し

ヤヽ。

9 11.6 (115) ( 2.0)

( 96) ( 細  片

11 1&6 11.8 鉄滓が付着しているc

C‐

の

●
・

-202-

|

０
■
Ч



■

●
鉄 滓 (図 版 4)

鉄滓は約 70点近く採集されている。最も大きなものが 13働大で,他は 4～ 6効大のも

のが多い。

● ＼χ

I層

π層

皿層

Ⅳ層

めとまⅣ

ハ

土

層

混

乱

ボ＋

輝

層

層

土色

乱

黒灰

攪

(脱島邸兄詠縁)

層

層

土色

乱

黒灰

綴

ボ ラ  層
(上部は肖」平されている)

黒 色 土 層

蛍 褐 色 土 層

ァ ヵ ホ ヤ 層

絶 Ｓ
も
〇
め

Ⅵ層

Ⅶ層

＼＼

D       5じ知
1  1  ,  1  1  1

11

第 4図   上沖遺跡出土陶磁器実測図

当初,製鉄遺跡を想定して調査を進めたが,つ いに製鉄遺跡 ,

ことに製鉄炉跡 として確証付けられるものは得られなか つた。

しかし,輔の羽回は,鉄滓等が検出されたことは, この遺跡が

全く製鉄 と無関係に存在したものではないということを示して

いよう。

次に幾つかの問題点を指摘しておこう。

遺構は,現地表面か ら約 lη 50効の深さのところに存在 し

たが,土層の観察によれば,遺構は少なくともボラ層下層まで

削平されたところから築かれている。土層図にみるようにボラ

層下層上の上層は攪乱層であり,皿 層にみる酸化マンガン,酸

V層

Ⅷ層

第 5図  上沖遺跡柱状
土層図
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化鉄の沈澱は,同地が水田として利用されていたことを示している。ここで問題となるのは,

こうした削平が遺跡地のどの範囲を占めるのかであるが,北側の濤状遺構はボラ層に掘 り込

まれており,削平は受けていず,又遺跡地の両側 も同様ボラ層が残 つている。従 つて, 2箇

の集石遺構周辺はすでに重機による掘削を受けており,確実なことは言えないが, 1号集石 ,

2号集石を中心とする限られた場所が掘り下げられ,そ こに土坑と集石が築かれた と考えら

れよう。

集石遺構 は,礫がほとんど際間なく詰められ,そ の中に輔の羽口,鉄滓,陶磁器片が不規

則に混入 した状態で,こ れらのものは投棄されたものと見る方が妥当であろうし,遺構の形

態 も製鉄炉としては態を成さない。従 つて,遺構の性格 としては多くの問題を残しているが ,

何 らかの製鉄遺跡との関係をもつ集石遺構 という消極的な結論をここでは下すしかない。

遺構の年代としては,出土した陶磁器片から中世の所産 と考えられる。

なお,遺構周辺は公園地となるため,現状のまま埋め戻 しを行 つている。

●・
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(付 ) 昭和 55年度  埋蔵文化財発掘調査一覧
●

●

も

(昭 55,2～ 昭 56.1)

需 遺 跡 名 所  在  地 掘
日査

発
調 調査主体 調 査 員 遺構・遺物 備  考

1 東 平 下 遺 跡
川南町大字川南

19,049番地

55. 2.25

～  229
県 教 委

日高 正晴

岩永 哲夫

直  刀  1

弥生土器一括

陣 内 遺 跡
高千穂町大字三田

井字車迫 292-1

高千穂町

教  委

石川恒太員隅

永友 良典

縄文土器片

約 7,000

石  器  67
1よ ねゝ

鐙 」返 跡 新富町 2173-1
２

　

　

・
２

新 富 町

教  委
面高 哲郎

方生上器

約  250

4

上の原地下式古墳

群  1～ 9号

須木村大字中原

1,754の 1

５
．
２

　

開
県 教 委

岩永 哲夫

茂山  護

鏃
子

刀

鉄

刀
直

イよか

本号掲載

5

上の原地下式古墳

群  10号

６
．
２

　

能

５５

　

↑

″ 岩永 哲夫
剣

刀

鉄

子

鏃

1

2

2

″

6

日守地下式古墳群

55-1号～55-4号

高原町大字後川内

1-118, 1-302

55,7,7

～   7.12

高 原 町

教  委

岩永 哲夫

北郷 泰道

鉄  鏃  H
父J        5
貝  輪  15

ほか

7 上 沖 遺 跡
三股町大字樺山宇

上沖 4,332-6

５

　

¨

7.15

7.12
県 教 委

石川恒太郎

岩永 哲夫
北郷 泰道

輔の羽口 11
陶磁器片約 30

南 平 横 穴 群

55-1号 ～ 2号

高千穂町大字押方

字南平 1,293

７

．

　

７

．

高千穂町

教  委
北郷 泰道

轡             2

鉄  鏃約 70
直  刀  2
玉  類約 50

9 宗仙寺地下式古墳

国富町大字本庄

4,154の 1

８
．
　

＆

国 富 町

教  委

茂山  護

面高 哲郎

直

鉄

刀

人

刀

鏃

子

骨

1

3

2

2



需 遺 跡  名 所  在 地 掘
日査

発
調 調査主体 調 査 員 遺構 。遺物 備  考

祝 吉 遺 跡

都城市郡元町

5,746番地

9.24

10.17

都 城 市

狭  委
北郷 泰道

弥生土器

約  2,000
石 包 丁  5
磨製石鏃未製品

約  50
陶 磁 器  1

ほか

別 報 告

学 園 都 市

5号 地 遺 跡
清武町大宇木原

55。 10.27

～ 11.35
県 教 委

岩永 哲夫

北郷 泰道

縄文土器

約 300
弥生土器 約 20

土 師 器 約 20
石  器 約 20
鉄  器 約 2

土 器 田 横 穴 墓

佐土原町大宇下那

珂土器田

12,734--6-7

55。 11,17

～ 12. 5

佐土原町

教  委
日高 正晴

鉄 器 類  31
須 恵 器  47
土 師 器  33

ほか

13
学 園 都 市

11号 地 遺 跡
宮崎市大字熊野

55.1118

56. 114

県 教 委

岩永 哲夫

北郷 泰道

縄文土器
約  200

弥生土器
約 100

石  器
(軽石製石俸 1)

別 報 告

菓 子 野 町

地 下 式 古 墳

都城市菓子野町

9,506-11

55,12.15

～ 12.16

都 城 市

教  委
石川恒太郎

人

軽

骨

石

1

8

北水戸地下式古墳

西都市大字上三財

字北水戸

6,612-2

55.12.17

～ 12.19

西 都 市

教  委
日高 正晴

鉄  鏃  14
須 恵 器  4
土 師 器  3.

下の原地下式古墳

小林市大宇水流迫

字下の原

179-3

■29
小 林 市

教  委
岩永 哲夫
北郷 泰道

剣

鉄

刀

鏃

子

2

7

6

T H

Ａ
▼

|
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